
、

Ｊ
Ａ
全
農
山
形
は
９
日

令
和
６
年
産
米
の
概
算
金

（

）

。

１
等
米

㌔
を
決
定

60

こ
れ
を
受
け
、
Ｊ
Ａ
庄

内
た
が
わ
で
は
、
Ｊ
Ａ
全

農
概
算
金
か
ら
、
米
販
売

手
数
料
と
検
査
手
数
料
等

を
控
除
し
、
生
産
者
概
算

金
を
発
表
し
ま
し
た
。

昨
年
９
月
比
で
「
雪
若

丸
」
と
「
は
え
ぬ
き
」
は

４
３
０
０
円
引
き
上
げ
、

「
つ
や
姫
」
は
３
１
０
０。

円
引
き
上
げ
と
し
ま
し
た

、

Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ
で
は

全
農
の
概
算
金
か
ら
控
除

す
る
手
数
料
を
昨
年
度
、

５
０
０
円
か
ら
６
０
０
円

に
引
き
上
げ
た
た
め
、
Ｊ

Ａ
鶴
岡
な
ど
他
農
協
よ
り

概
算
金
が
１
０
０
円
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
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（月２００円程度）
9月 17人 5,380円
8月 37人 39,950円

農協の米概算金
ササニシキ

西暦 年度 仮渡金

1985 60 19,603円21世紀に向けての農政の基本方針、プラザ合意、山形県が米10㌃当収量日本一613㎏

1986 61 19,601円チェルノブイリ原子力発電所事故（4/26）、ガット・ウルグアイラウンド開始

1987 62 18,487円水田農業確立対策（麦・大豆等一般作物の転作補助金５万円/10㌃）、食料自給率50％

1988 63 17,672円牛肉、オレンジ輸入自由化決定

1989 元年 20,000円消費税３％導入、ベルリンの壁崩壊

1990 ２ 19,000円自主流通米価格形成機構設立（入札制度開始）、バブル経済崩壊

1991 ３ 19,000円はえぬき牛肉・オレンジ輸入自由化、農政審「新政策」、湾岸戦争、ソ連消滅

1992 ４ 19,000円 19,000円地球環境サミット　農協の愛称「ＪＡ」

1993 ５ 21,200円 20,700円大冷害、12.24細川内閣GATT合意、農業経営基盤強化促進法（認定農業者制度）

1994 ６ 19,300円 19,100円ＷＴＯ協定

1995 ７ 18,000円 17,800円阪神淡路大震災、ＭＡ米輸入開始、食管法廃止、食糧法制定、住専問題、JA庄内たがわ合併

1996 ８ 17,500円 17,200円病原性大腸菌「Ｏ157 」による食中毒が全国各地で発生

1997 ９ 15,500円 15,200円消費税３％から５％へ、長期のデフレ経済に突入

1998 10 15,200円 15,200円自主流通米値幅制限廃止、食料自給率40％

1999 11 15,000円 15,000円食料・農業・農村基本法制定(価格政策から所得政策への転換）

2000 12 12,600円 12,600円中山間地域等直接支払制度、食料・農業・農村基本計画（2010年度に食糧自給率45％目標）、加藤の乱(11月)

2001 13 13,800円 13,000円米国同時多発テロ（9/11）、米の対テロ・ｱﾌｶﾞﾝ戦争(10/7)、小泉政権の構造改革路線

2002 14 13,400円 12,800円米政策改革大綱（市場重視、需給情報に基づき農業団体が生産数量配分）

2003 15 17,000円 17,000円冷害、食糧庁廃止、小泉・三位一体の改革始まる、ＢＳＥ感染牛確認、米のイラク戦争(3/20)

2004 16 11,800円 12,000円改正食糧法施行で流通規制の撤廃、売れる米づくり、新潟県中越地震（10/23）

2005 17 12,200円 12,400円新たな食料・農業・農村基本計画の制定、農林水産関係予算３兆円割る、平成大合併で鶴岡市６市町村合併

2006 18 11,700円 11,700円経営所得安定対策等大綱の決定（担い手への施策の集中化）、食料自給率40％割り込む

2007 19 10,000円 10,000円品目横断、農地・水・環境対策、34万㌧緊急政府買入、全農18年産米飼料処理

2008 20 12,300円 12,300円 つや姫 新潟県中越沖地震(7/16)、ﾘｰﾏﾝ・ｼｮｯｸ(9/15)、国際的な食料価格高騰、12月の1億2809万9千人をピークに人口減少へ

2009 21 12,300円 12,300円13,000円民主党政権(9月)、米関連３法(米粉・エサ米、トレサビ、改正食糧法)、農地法改正

2010 22 8,800円 9,000円11,500円米戸別所得補償モデル対策(H23から畑作含め農業者戸別所得補償制度)10㌃当1万5000円

2011 23 10,500円 10,500円14,100円３・11大震災・福島原発事故、米穀価格形成センター廃止、米軍のイラク撤退(12/15)

2012 24 12,500円 12,500円15,500円国際協同組合年、人・農地プラン、青年就農給付金、第2次安倍政権(12月)

2013 25 11,000円 11,000円13,700円戸別所得補償から経営所得安定対策へ、規制改革会議、農地中間管理機構(12月)

2014 26 8,500円 8,500円12,500円消費税8％ 10㌃当7500円(4月)、経営所得安定対策 、多面的機能支払など日本型直接支払い、国際家族農業年に削減

2015 27 10,000円 10,000円15,000円農協法改正・農業委公選制廃止(16.4施行)、日豪EPA(1/15)、戦争法(9/19)、TPP大筋合意(10/5)

2016 28 11,000円 11,000円15,000円TPP署名(2/4),熊本地震(4/14-),参院選(7/10)野党統一,規制改革推進会議(9/7),食料自給率38％

2017 29 12,000円 12,000円15,200円 種子法廃止など農業改革８法,日欧EPA妥結(12月),国連総会で2019年から｢家族農業の10年｣採択雪若丸

2018 30 12,400円 12,400円15,500円 13,100円西日本豪雨(6/28-7/8),弾丸台風(9/5)・胆振東部地震(9/6),TPP11発効(12/30), 自給率37％7500円廃止,

2019 元年 12,500円 12,500円15,800円 13,400円収入保険,日欧EPA発効(2/1),山形県沖地震M6.7(6/18),JA全中一般社団法人(9/30), (10月),自給率38%消費税10%

2020 ２ 11,700円 11,700円15,800円 12,400円日米貿易協定(1/1),新たな食料・農業・農村基本計画(3/31),新型コロナで緊急事態宣言(4/7),自給率37％

2021 ３ 9,500円 9,500円15,300円 10,100円日英EPA発効(1/1),凍霜害(4/11)・雹害(5/26),みどりの食料ｼｽﾃﾑム戦略(5月),米軍のｱﾌｶﾞﾝ撤退(8/30),自給率38%

2022 ４ 10,500円 10,500円15,800円 11,100円
RCEP発効(1/1),ﾛｼｱのｳｸﾗｲﾅ侵攻(2/24),円安原油高,資材価格高騰(3月～),みどりの食料ｼｽﾃﾑ法施行(7/1),安倍元首

相銃撃死(7/8),食・農・農村基本法見直しと食料安保強化指示(9/9),労働者協同組合法施行(10/1),鶏ｲﾝﾌﾙ(12/8)

2023 5 11,600円 11,600円15,800円 12,200円
鶴岡市ｵｰｶﾞﾆｯｸﾋ゙ ﾚｯｼﾞ宣言(3/31),JA全農の新会長に折原敬一JA山形中央会長(7/28),食料自給率38%(8/8),福島原発

汚染水放出(8/24),新規就農者4万5840人で初の5万人割れ(8/30),ｲﾝﾎﾞｲｽ制度(10/1),猛暑/1等米比率史上最低

2024 6 15,900円 15,900円18,900円 16,500円
能登半島地震(1/1),農林中金1.2兆円資本増強(5/22)1.3兆円に修正(8/1),改正食料・農業・農村基本法(5/29),有事

食糧法(6/14),米不足で価格急騰,6月末在庫量156万㌧と過去最低,記録的大雨(7/25)

令和６年産米　農協概算金単価表

JA庄内たがわ9/9発表/他農協より100円安

品種 R6 R5 増減

はえぬき 15,900円 11,600円 4,300円

ひとめぼれ 15,900円 11,600円 4,300円

コシヒカリ 16,300円 12,000円 4,300円

ササニシキ 15,900円 11,600円 4,300円

つや姫 18,900円 15,800円 3,100円

雪若丸 16,500円 12,200円 4,300円
※一般米はＪＡ米対比で△300円 

※等級間格差２等＝１等より△600円、 
　　　　　　３等＝２等より△1,000円

米
概
算
金
４
３
０
０
円
上
げ

つ
や
姫
３
１
０
０
円
上
げ
、
Ｊ
Ａ
庄
内
た
が
わ



藤
島
地
域
の
小
中
学
校

整
備
の
検
討
に
か
か
る
渡

前
小
学
校
区
の
懇
談
会
委
（

）

員

人
・
成
澤
弘
明
会
長

14
が
９
月
６
日
、
渡
前
地
区

地
域
活
動
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
の
本
当
の
姿
は

冒
頭
「
傍
聴
者
の
発
言

、

と
会
議
の
録
音
は
ダ
メ
」

と
、
他
の
懇
談
会
に
は
な

い
異
例
の
「
ク
ギ
」
が
さ

さ
れ
ま
し
た
。

会
議
の
発
言
で
は
「
今
、

の
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い

る
と
、
声
が
小
さ
く
、
名

前
も
言
え
ず
、
親
の
影
に

隠
れ
、
複
式
学
級
で
は
１

人
の
先
生
が
２
学
年
分
を

教
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

小
規
模
校
の
先
生
は
何
役

も
や
っ
て
大
変
だ
」
と
、

学
校
の
現
状
の
不
安
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
の
校
長
先
生
も

傍
聴
に
来
て
い
た
の
で
、

子
ど
も
た
ち
の
本
当
の
姿

を
語
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
し
た
。

会
議
の
会
長
は
、
立
候

補
が
あ
り
、

分
程
度
揉

15

め
ま
し
た
が
、
無
記
名
投

票
で
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
「
町
内
会

、

長
会
で
７
月
、
新
庄
市
の

明
倫
学
園
を
視
察
し
た
。

８
、
９
年
生
が
１
，
２
年

生
の
面
倒
を
よ
く
見
て
い

、

、

て
挨
拶
も
し
っ
か
り
し

子
ど
も
た
ち
は
明
る
い
表

情
だ
っ
た
。
百
聞
は
一
見

に
し
か
ず
だ
」
な
ど
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

市
当
局
は
「
施
設
一
体

、

型
の
義
務
教
育
学
校
は
教

」

。

育
効
果
が
高
い
と
説
明

委
員
か
ら
は
「
少
子
化

、

が
進
み
、
こ
の
ま
ま
で
は

子
ど
も
た
ち
が
か
わ
い
そ

う
だ
」。

「
今
が
チ
ャ
ン
ス
。
今

や
ら
な
け
れ
ば
小
学
校
の

改
築
は
い
つ
に
な
る
か
わ

か
ら
な
い
」

「
先
進
地
を
視
察
し
、

す
ば
ら
し
か
っ
た

「
町

」、

内
会
で
は
全
員
が
賛
成
の

意
見
だ
っ
た
」
と
の
紹
介

も
あ
り
ま
し
た
。

勧
誘
の
手
口

「
効
果
を
強
調
し
て
勧

」、「

」、

誘
す
る

不
安
を
煽
る

「
急
が
せ
る

「
実
例
で

」、

効
果
を
強
調
す
る
」
と
い

う
、
あ
る
商
品
勧
誘
の
手

口
に
似
て
い
る
感
じ
が
し

ま
し
た
。

児
童
期
と
少
年
期
は
、。

発
達
段
階
が
異
な
り
ま
す

一
ヵ
所
に
集
め
、
子
ど

も
た
ち
は
ど
ん
な
状
態
に

お
か
れ
る
の
か
、

小
学
校
も
中
学
校
も
無

い
、
義
務
教
育
学
校
一
つ

だ
け
に
な
っ
た
ら
、
ど
ん

な
藤
島
に
な
る
の
か
、
ま。

だ
ま
だ
議
論
は
必
要
で
す

動
で
獲
得
し
た
量
を
超
え

る

万
ト
ン
だ
。

70
▲
次
の
総
裁
選
び
に
メ
デ

ア
は
賑
や
か
だ
が
、
国
民

の
胃
袋
に
責
任
を
持
た
な。

い
自
民
党
の
追
求
は
な
い

米
不
足
に
あ
～
だ
こ
～
だ

と
言
っ
て
い
る
が
、
米
が

出
る
話
で
は
な
い
。
そ
ん

な
自
民
党
政
治
に
は
サ
ヨ

ナ
ラ
し
よ
う
。

▲
甘
い
物
に
集
ま
る
蟻
の

如
く
、
金
に
集
る
自
民
党

の
体
質
。
裏
金
は
当
方
に

は
関
係
な
い
と
し
て
い
た

麻
生
派
。
遂
に
証
言
が
出

て
来
た
ゾ
。
裏
金
使
用
は

や
っ
ぱ
り
自
民
党
全
会
派

だ
っ
た
の
だ
。

▲
検
察
の
捜
査
は
３
０
０

０
万
円
以
上
と
し
た
が
、

何
が
根
拠
だ
っ
た
の
か
。

岸
田
首
相
が
自
ら
や
っ
た

調
査
に
も
出
な
か
っ
た
裏

金
使
用
で
在
宅
起
訴
が
出

た
。
秘
書
の
忠
告
を
聞
か

な
い
で
長
年
香
典
を
配
っ

て
い
た
と
い
う
。
裏
金
使

用
を
隠
し
た
議
員
は
何
人

い
る
事
か
。
裏
金
ま
み
れ

の
自
民
党
政
治
と
は
バ
イ

バ
イ
だ
（
石
川
）

。

い
石
碑
や
石
塔
な
ど
の
場

合
に
も
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
当
史
跡
は
こ
れ

に
該
当
す
る
。

基
壇
の
積
み
方
は
５
つ、

ほ
ど
あ
る
と
の
こ
と
だ
が

当
基
壇
は
左
下
図
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
石
垣
積
で
あ

る
。そ

の
石
は
遊
佐
で
採
取

さ
れ
る
ケ
ン
チ
イ
シ
で
あ

り
、
そ
う
書
か
れ
て
も
い

主
食
に
責
任
を
持
て

瑞
穂
と
は
稲
の
事
で
、

瑞
穂
の
国
と
は
ご
存
知
の

通
り
、
日
本
の
事
で
す
。

当
然
、
瑞
穂
の
国
の
国
民

は
、
お
米
の
ご
飯
を
主
食

に
し
て
い
る
が
、
今
、
ご

飯
の
材
料

お
米

が
買

え
な
い
と
い
う
報
道
だ
。

▲
国
民
の
主
食
に
責
任
を

持
つ
の
が
国
で
す
。
と
こ

ろ
が
自
民
党
農
政
、
そ
の

責
任
を
放
棄
し
た
ん
だ
。

運
用
に
は
俺
に
は
不
満
も

あ
っ
た
が
、
か
つ
て
は
、

食
糧
管
理
法
と
い
う
法
律

が
あ
っ
て
、
生
産
者
は
米

を
作
っ
て
生
活
が
出
来
る

価
格
に
、
消
費
者
に
は
生

活
の
負
担
に
な
ら
な
い
価

格
に
と
、
国
が
責
任
を
持

。

。

っ
て
い
た
ん
だ
量
に
も

▲
今
は
、
市
場
任
せ
と
言

い
な
が
ら
、
米
の
作
付
け

を
制
限
し
転
作
を
強
要
。

そ
れ
で
い
て
輸
入
す
る
責

任
が
な
い
外
国
産
米
を
輸

入
し
て
い
る
ん
だ
。
そ
の

量
た
る
や
、
か
つ
て
山
形

県
が

万
ト
ン
米
作
り
運
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稲
作
改
良
碑
の
基
壇

（

）

、

基
壇
き
だ
ん
と
は

建
物
へ
の
水
の
浸
入
を
防

ぐ
た
め
、
水
は
け
を
良
く

す
る
た
め
に
平
地
の
上
に

石
を
組
み
、
高
く
し
た
部

分
で
、
日
本
で
は
、
飛
鳥

時
代
に
重
い
金
堂
や
五
重

塔
な
ど
の
寺
院
建
築
の
た

め
盛
ん
に
造
ら
れ
た
。

左
図
は
法
隆
寺
金
堂
の

２
段
の
基
壇
で
あ
る
。
重

東
田
川
史
跡
物
語

稲
作
改
良
碑
④

青
山

崇

る
よ
う
だ
が
、
正
式
に
は

間
知
石
の
よ
う
で
あ
る
。

名
の
由
来
は
、
６
つ
横

に
並
べ
る
と
１
間
（
約
１

８
０

）
に
な
る
こ
と
か

cm

、

ら
名
付
け
ら
れ
た
よ
う
に

短
辺
が

前
後
の
大
き

30
cm

さ
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
で

あ
る
。

当
基
壇
の
各
面
は
、
表

面
は
平
で
な
い
が
、
ケ
ン

つ
づ

チ
イ
シ
で
あ
ろ
う
（。

）
く

法隆寺金堂の２段の基壇

稲作改良碑の基壇

小
中
一
貫
校
（
義
務
教
育
学
校
）整
備

渡
前
小
の
懇
談
会

藤
島
下
町
在
住
の
石
黒
清

一
氏
が
蒐
集
し
た
伝
統
こ

け
し
２
１
６
本
が
、
９
月

６
日(

金)

か
ら

月

日

10

15

(

火)

ま
で
、
東
田
川
文
化

記
念
館
で
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
秋

田
と
福
島
」
で
す
。

９
月
７
日(

土)

と
14

(

土)

の

：

か
ら
、
石

11

00

黒
氏
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

。

、

ト
ー
ク
を
開
催

７
日
は

温
海
の
職
人
の
阿
部
進
矢。

さ
ん
が
訪
問
さ
れ
ま
し
た


